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縄文時代の仮面祭祀
品川　欣也
　縄文時代を通した仮面の累積分布は、北・東日本に分布し、とくに北日本に濃密に分布
する。仮面は縄文中期に出現する。一方、土偶は早期から出現し、中期以降に顔面表現は
充実し始めることが、仮面の出現と相関する可能性がある。中期の仮面の分布は、東北と
九州の両地域に散発的であり、石製や貝製など後続する時期に見られない素材で製作され
ることから、その後の土製仮面の系譜との関係について留意すべきである。また石や貝は
可塑性が低く、同時期の土偶のとの顔面表現の比較は難しい。後期の仮面の分布は、北・
東日本に多く、太平洋側に偏る傾向がある。時期と地域を限定して岩手県・宮城県域に写
実・組み合わせ型仮面が分布する。晩期の仮面の分布は、北・東日本の多く、遮光器型が
東北北半に濃密する。
　縄文時代後・晩期の仮面は、類別すると写実と非写実の二者に大別でき、前者は素文型・
鼻曲がり型・組み合わせ型、そして入墨・ペイント型に、後者は遮光器型に細別できる。
類型別の分布は、鼻曲がり型と遮光器型は重なりをもって東北北半に濃密に分布する。一
方、入墨・ペイント型は東日本に散漫に分布し、縄文時代以後の顔面付壺形土器や土偶形
容器などの展開において注視される。
　素文型・鼻曲がり型・組み合わせ型・入墨・ペイント型では、目や口の部分が穿孔され
た例が多く、サイズが顔面大と大きい。反対に、遮光器型では目や口の部分が穿孔される
例は少なく、サイズは10cm前後の事例が多く、小さい。従って、穿孔の有無とサイズの
大小から着装形態に差異を認めることができる。
　遺構出土事例（土坑）は北海道ママチ例と岩手県八天例の3例のみである。組み合わせ
型仮面である八天例のうちの一つは、フラスコ状土坑の覆土からの出土であり、またもう
一つの土坑出土例とともに顔のパーツが揃わず、組み合わせた状態での遺棄・廃棄ではな
い点が留意される。遺構出土の事例が該当する類型（素文型・組み合わせ型仮面）そのも
のの出土数は少数で、しかも分布範囲が狭い点には注意すべきである。従って、これらの
出土事例を代表させて、仮面を葬送用のみに限定して用途を判断するのは危険である。
　むしろ出土事例の多くは、遺物包含層から他の遺物（土器や石器などの生活残津）ととも
に出土することが高頻度であることから、通常の集落・居住域で使用されたと判断すべき
である。遺物包含層から出土するという状況は、土偶と類似し、しかも破片で出土すると
いう遺存状況もまた類似する。さらに遮光器型仮面は、遮光器型土偶と頭部形態や顔面表
現が類似し、稀に仮面の内面に施文される単位文様は、土偶の後頭部の単位文様が施文さ
れたと理解することができ、両者の関係性の深さを示している。
　仮面は土偶と比べて出土遺跡数と数量が少ない差異があるものの、一部の類型は形態や
出土状況・依存状況が土偶と共通するため、相互に関連する祭祀で使用された可能性が指
摘できる。
キーワード：縄文時代、仮面、土偶、型式学、出土状況・依存状況
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［資料］
はじめに一検討のまえの準備として一
　〇考古資料（遺物・遺構・遺跡）とは？→自然環境に対する人類の物理的な活動の痕跡
　・従って、考古学は他の専門分野と研究対象を共有している場合が多い。
　・専門分野ごとに研究対象を資料・史料・試料・作品と呼び分ける。
　⇒本発表では、専門分野ごとに共有されるコードや記号の違いをまず認識してもらい、
　　解読するための最低限の共有度を高めてから発表を始める。
　○考古資料の分析視点とは？→遺物の場合を例にすると
　・素材・技術形態情報。
　・環境情報　a，出土状況と遺存状況。
　　　　　　　b．保存・保管状況と展示・普及状況。
　・文字（記号）・図像情報。
　⇒今回は、素材・技術形態情報と環境情報aを分析視点として「縄文時代の仮面祭祀」の
　　検討を進めていく。
1．縄文時代の仮面祭祀
①仮面の分布（第1図～第6図）
　・縄文時代を通した仮面の分布（第1図）は、北・東日本に分布し、とくに北日本に濃密に
　分布する。
　・仮面は縄文中期に出現する。一方、土偶は早期から出現し、中期以降に顔面表現が充実
　し始めることが、仮面の出現と相関する可能性がある。
　・中期の仮面の分布（第3図）は、東北・九州の各地域に散発的。石製や貝製など後続
　する時期に見られない素材で製作されることから、その後の土製仮面の系譜との関係
　について留意すべきである。また石や貝は可塑性が低く、同時期の土偶のとの顔面表
　現の比較は難しい。なお、貝製の事例については朝鮮半島東三洞貝塚に類例があり、
　関連が指摘されている（江坂1988）
　・後期の仮面の分布（第4図）は、北・東日本に多く、太平洋側に偏る傾向がある。時
　期と地域を限定して岩手県・宮城県域に写実・組み合わせ型仮面（第7図4）が分布する。
　・晩期の仮面の分布（第5図）は、北・東日本の多く、遮光器型（第7図7）が東北北
　半に濃密する。
②仮面の類型（第7図）
　・縄文時代後・晩期の仮面は、写実と非写実の二者に大別でき、前者は素文型（1）・鼻
　曲がり型（2・3）・組み合わせ型（4）、そして入墨（5）・ペイント（6）型があり、後
　者は遮光器型（7）がある。素文型・鼻曲がり型・組み合わせ型・入墨・ペイント型では、
　目や口の部分が穿孔された例が多く、サイズが顔面大と大きい。反対に、遮光器型で
　は目や口の部分が穿孔される例は少なく、サイズは10cm前後の事例が多く、小さい。
　従って、穿孔の有無とサイズから着装形態に差異が認めることができる。
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・分布は、鼻曲がり型と遮光器型は重なりをもって東北北半に濃密に分布する。一方、
　入墨・ペイント型は東日本に散漫に分布し、縄文時代以後の展開において注視される。
③仮面の出土状況と遺存状況（第8・9図）
・遺構出土事例（土坑）は北海道ママチ例（第9図1）と岩手県八天例（2）の3例のみ
　である。組み合わせ型仮面である岩手県八天例のうちの一つは、フラスコ状土坑の覆
　土からの出土であり、またもう一つの土坑出土例とともに顔のパーツが揃わず、組み
　合わせた状態での遺棄・廃棄ではない点が留意される。遺構出土の事例が該当する類
　型（素文型・組み合わせ型仮面）そのものの出土事例数は少なく、しかも分布範囲が
　狭い点には注意すべきである。従って、これらの出土事例を代表させて、仮面を葬送
　用のみに使用されると判断するのは危険である。
・むしろ出土事例の多くは、遺物包含層から他の遺物（土器や石器などの生活残津）と
　ともに出土すること（第9図）が高頻度であることから、通常の集落・居住域で使用
　されたと判断すべきである。
・遺物包含層から出土するという状況は、土偶と類似し、しかも破片で出土するという
　遺存状況もまた類似する。
・遮光器型仮面は、遮光器型土偶と頭部形態や顔面表現が類似し、稀に仮面の内面に施
　文される単位文様は、土偶の後頭部の単位文様が施文されたと理解することができる
　（第9図左上）。
⇒縄文中期の仮面の出現は、土偶の顔面表現の充実と相関する可能性がある。但し、土
　偶の顔面表現とは異なる表現をもつ仮面（素文型や鼻曲がり型）あるため、仮面には
　複数の類型があり、土偶と相関する類型と相関しない類型があることが指摘できる。
⇒縄文時代の仮面の用途は、出土状況と遺存状況から葬送用だけではなく、土偶などの
　他の祭祀器物と同様に集落や居住域で用いられたと判断すべき事例がむしろ多い。
⇒遮光器型仮面などの土偶と顔面表現が共通する仮面は女性性を示すと考えられる。
2．縄文時代の仮面祭祀の系譜追跡
①縄文時代以後の仮面の類例（第10図）
　・仮面の出土事例は極めて少ないものの、土偶形容器の顔面部分の表現から、仮面（入
　墨・ペイント型）の存在を伺うことができる（設楽1999・春成2002）。
　・土偶形容器は乳幼児棺であることから、入墨・ペイント型仮面は葬送用に使用された
　　と考えられる。
　・土偶形容器（再葬墓）の分布の広がりは、縄文時代後・晩期の入墨・ペイント型仮面
　　の分布に重なる。　　　　　X
②入墨・ペイント型（鯨面）仮面の系譜（東日本）（第11図）
　・土偶形容器の出土状況が墓地（再葬墓）から変化する（葬送用から別の用途へ）。
　・墓制の変化（再葬墓から方形周溝墓へ）。
③入墨・ペイント型（鯨面）仮面の系譜（西日本）（第12図）
　・仮面・土偶から壺へ（描かれる素材と形態の変化）
　・出土状況は溝・遺物包含層など集落や居住域（用途は？）
　⇒東日本では縄文時代晩期後半以後に入墨・ペイント型仮面が継承され、再葬墓に伴う
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　ことから葬送用に使用されたと考えることができる。ついで、弥生中期中葉の再葬墓
　から方形周溝墓への墓制の変化とあわせるように、出土状況が変化することから用途
　の変化が生じていると判断できる。
⇒西日本では、出土状況は縄文時代以来と変わらず集落・居住域あるが、入墨・ペイント
　型仮面の描かれる素材と形態が変化することから、用途の変質が想定される。
おわりに
　・縄文時代の仮面の類別を行なうことで、類型ごとに土偶との相関関係の強弱があるこ
　　とを確認した。
　　従来、仮面祭祀は葬送用と考えられてきたものの、形態や出土状況、そして遺存状況
　　の比較検討から、仮面の多くは土偶などと一緒に集落・居住域で使用された祭祀器物
　　であることを指摘した。また土偶と顔面表現が共通する仮面類型は、女性性を示す可
　　能性が高い。
　・縄文時代以後の仮面祭祀の系譜を追跡し、形態の系譜と使用方法が東西日本で異なり、
　　また各々の変遷過程が違うことを確認した。同一系譜でも地域ごとに祭祀の展開が異
　　なることを明らかにした。
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Na 県名 市町村名 遺跡名 数量 時期 備考
1北海道 千歳市 ママチ 1晩期 土坑上面出土
2青森県 大畑町 二枚橋（2） 20晩期
3青森県 金木町 千刈（D 1晩期
4青森県 木造町 亀ケ岡 4晩期
5青森県 市浦村 五月女萢 1晩期
6青森県 平舘村 今津 1晩期
7青森県 名川町 虚空蔵 2晩期
8青森県 名川町 鳥舌内 ?晩期
9青森県 浪岡町 羽黒平 L晩期
10青森県 森田村 石神 2中・晩期 石製（1）
11青森県 六ヶ所村 上尾淵（D 1晩期
12岩手県 一関市 草ケ沢 1晩期
13岩手県 一戸町 蒔前 2晩期
14岩手県 一戸町 山井 1晩期
15岩手県 岩手町 どじの沢 3晩期
16岩手県 江刺市 根岸 1晩期
17岩手県 大槌町 立石 5後期 鼻〔2）・左耳（2）
18岩手県 大槌町 屋敷 1晩期
19岩手県 九戸町 伊保内 1晩期
20岩手県 北上市 八天 8後期 鼻⊂5｝・ロ②　・耳（1〕、いずれも土B隈土出土
21岩手県 北上市 九年橋 2晩期
22岩手県 北上市 七折 1晩期
23岩手県 雫石町 鶯宿 1後～晩期
24岩手県 大東町 大原 1晩期
25岩手県 玉山村 前田 1晩期？
26岩手県 玉山村 宇登 1晩期
27岩手県 二戸市 （伝）雨滝 1晩期？
28岩手県 花泉町 貝鳥 1晩期？
29岩手県 水沢市 杉の堂 1晩期
30岩手県 宮古市 近内中村 1？
31岩手県 盛岡市 上米内 1後期 （1）
32岩手県 盛岡市 蒋内 1後期 鼻（1）
33秋田県 秋田市 地方 3晩期
34秋田県 秋田市 戸平川 3晩期
35秋田県 琴丘町 高石野 1晩期
36秋田県 比内町 山館 L？
37秋田県 ニツ井 麻生 2晩期
38秋田県 峰浜村 石野 1
?
39宮城県 石巻市 沼津 2後・晩期
40宮城県 河南町 宝ケ峯 1晩期 鼻（1）
41宮城県 大和町 摺萩 2晩期
42宮城県 田尻町 中沢目 1晩期
43富城県 丸森町 門ノ内 1晩期？
44山形県 村山市 作野 1 ?
45福島県 いわき市 愛谷 1後期
46福島県 新地町 三貫地 4後期
47福島県 浪江町 万開 1晩期
48福島県 福島市 天神平 1後期？
49茨城県 東海村 真崎 1
?
50茨城県 総和町 釈迦才仏 1後期
51群馬県 板倉町 本 1晩期 住居跡出土
52埼玉県 桶川市 後谷 2後期
53埼玉県 羽生市 発戸 1晩期？
54栃木県 小山市 寺野東 ウ 後期
55東京都 八王子市 多摩NTNα729 中期 顔面付土器
56長野県 波田町 中下原 1後期
57愛知県 渥美町 川地 1後期
58石川県 能都町 真脇 1後期
59滋賀県 能登川 正楽寺 1後期
60大阪府 和泉市 仏並 2後期
61徳島県 徳島市 矢野 1後期
62熊本県 水俣市 南福寺 1 中期？ 貝製
63熊本県 城南町 阿高 2 中期 貝製
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第1図　縄文時代の仮面の分布（藤沼ほか2002改変）
43
立学部・sZd2研穽科　学術研究報告会要旨・資料集
第3図　縄文中期の仮面の分布
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第5図　縄文晩期の仮面の分布
第4図　縄文後期の仮面の分布
仮面：鼻曲がり型
面：組み合わせ型
写実仮面：入pa　・ペイント型
第6図　縄文後晩期の類型別仮面分布
　　　　（組み合わせ型は縄文後期に限る）44
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1：北海道ママチ
㌧??《?｝
?
2：青森県上尾駁
∂：・o
3；岩手県蒔前 4：岩手県八天
5；福島県三貫地
?
?
、◎
7；秋田県地方
1：写実・素文型
2・3：写実・鼻曲がり型
4：写実・組み合わせ型
5・6：写実・入墨・ペイント型
7；非写実：遮光器型
　6・聴県発戸　　゜L＿＝」°cm
第7図　仮面の類型別（実測図の出典は須藤1998）
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第8図　仮面の出土状況（春成2002改変）
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第10図　山梨県岡遺跡出土土偶形容器（設楽1999）
第11図　埼玉県池上遺跡の土偶形容器の出土状況（中島ほか1984）
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鯨面土偶から鯨面絵画へ（設楽1999）
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